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No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 26 3 8 1 3 7 1 4 * (C) 14 2 3 2 0 6 1

5 0 0 0 0 0 4 0 5 * 23 3 7 0 2 2 3

6 2 0 1 0 0 0 0 6 * 2 0 1 0 3 3 2

7 * 5 0 2 1 1 3 0 7 * 10 0 4 2 3 11 3

8 8 0 3 2 0 1 4 8 2 0 1 0 1 0 1

9 * 17 2 5 1 1 8 1 9 2 0 1 0 0 1 0

10 0 0 0 0 0 0 0 10 5 1 1 0 1 0 1

11 2 0 1 0 0 2 0 11 6 0 3 0 3 4 8

12 0 0 0 0 0 1 0 12 2 0 1 0 0 5 1

13 * 0 0 0 0 0 0 0 13 * 2 0 1 0 1 16 0

14 * 12 0 5 2 2 15 0 14 9 1 3 0 0 5 0

0 0

72 5 25 7 7 41 6 77 7 26 4 14 53 20

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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2014年10月18日(土) 会場： 長崎市民体育館13:30

少年男子１回戦

主審

副審

● ○富島　健司（京都）

橘　貴志（岩手）

小畑 雄生

選　手　氏　名

根来 達也

西村 渉

No. 18D-3 日時：

選　手　氏　名

甲藤 成輝

上野 誠也

合計

戦　　評

記載者 細田　正俊 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

清水 将吾

池田 健人

山田 一輝

ｵｸﾝﾎﾞ ﾎﾞﾋﾞｰ

原田 拓海

下村 万里

下畑 両平

森山 湧斗

山本 浩太

コーチコーチ 児玉 昌比古

中野 諭

山下 竜平

金田 新平

大町 イサ男

中山 雄姿朗

國武 龍聖

濵野 健太

埴生 浩二

松崎 颯馬

１回戦、和歌山県対長崎県の対戦。両チームマンツーマンで試合開始。長崎は、パスカットからの速攻や＃５の３Ｐなどで流れ

をつかみ４－１１とリードする。和歌山は＃１４にボールを集め、残り５分１１－１１に追いつく。和歌山は残り２分ゾーンディフェン

スに変更するも１８－１９で１Ｑ終了。２Ｑ、長崎は＃４の速攻、＃５の３Ｐなどで２０－２６とリードを広げる。残り２分、和歌山はタ

イムアウトでリズムを変えようとするが、長崎のディフェンスを崩すことができず３２－３７で前半終了。

３Ｑ、和歌山ゾーンディフェンス、長崎マンツーマンでスタート。和歌山はパスカットからの速攻で連続得点。開始３分で同点に

追いつく。更に、和歌山は＃８の速攻などで４６－４１とリード。長崎は＃５のスティールや＃１０の３Ｐなどで追いつき５２－５０で

終了。４Ｑ、残り５分長崎＃７の２Ｐ、＃１０の３Ｐの連続得点で５６－５７長崎逆転。残り２分和歌山＃４の３Ｐが決まり６０－５７。

残り１４秒長崎＃４の３Ｐに和歌山＃４がファウル。フリースローを２本決め同点に追いつく。残り３秒、和歌山＃８のシュートを長

崎＃１１がブロックし延長戦に。

延長戦で先手を取ったのは和歌山。しかし、長崎も＃４の連続３Ｐで流れをつかむ。その後も＃５、＃１４の２Ｐで勝負を決めた。

和歌山も最後まであきらめず粘ったが一歩及ばなかった。会場いっぱいに詰めかけた応援に後押しされた長崎県が見事接戦を

ものにした。
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